ハーヴァード大学ワイドナー図書館ほか by 大熊,榮
シ リーズ ・世界の図書館(2)
ハーヴァー ド大学 ワイ ドナー図書館ほか
大熊 榮*
1
八 一 ヴァー ド大 学 ワイ ドナ ー 図 書 館 の恩 恵 を蒙 る こと に な った の は 、
1998年4月 にマ サ チ ューセ ッツ州 ケ ンブ リッジへ きて 、一 冊 の本 を探 し
は じめた の が きっか けだ っ た。 そ の本 とはElaineTarone著Variationir.
Interlanguage(1988,London:EdwardArnold)で、実 は ノー ス イー ス タ
ン大 学 スネ ル 図書 館 が話 の き っか け にな って い る。
この 大 学 は こち らへ 来 る に あた って 当て に してい た 大 学 のひ とつ だ っ
た。話 せ ば長 くな るけれ ども、97-98年 に明治 大 学へ 客員 教授 で きてい た
ブル ー ス ・ウォ リンがそ こにい て 、訪ね る こ とにな って い た。
ワイ ドナ「 図書 館 につ いて 書 こ うと しなが ら、ノー スイー ス タ ン大 学 の
話 にな って しま うの は変 な展 開だが 、 ともあれ私 は ブノレース ・ウォ リンを訪
ね 、 これ これ の本 を探 して い るのです が と、 と りあえず2冊 の タイ トル を
示 した。 行政 学 が専 門 の彼 には まった く関係 のない本 で あ るに もかか わ ら
ず 、す ぐに コン ピュー タで図 書館デ ー タベー スヘ ア クセ ス し、2冊 の うち の
ひ とつMiriamR.Eisenstein編TheDynamiclnterlanguage:Empirical
StudiesinSecondI、anguageVariation(1989.NewYbrk=PlenumPress)
のほ うは スネ ル 図 書館 に あ る こ とを 突 き止 めて くれ た。
ア メ リカ人 の サ ー ヴィス精 神 の旺 盛 さを 目の 当た りに した の は それ か
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らだった。 も う一冊 を探すために彼 はわ ざわざ図書館へ私を連れて行 き、
インフォメーシ ョン係に紹介 した上で、・本の探索を彼女に依頼 して くれた
のだ。彼女はただちにニューイングラン ド全体の 図書館デー タベースヘ
アクセス し、その本がコネティカッ トのどこかの公立図書館 とワイ ドナー
図書館にあることを調べてくれたのだった。公立図書館はともか く、ワイ
ドナー図書館が私に利用できるか どうか とい う問題が浮上 した。イ ンフォ
メー シ ョン係 もウォ リンも懐疑的だったが、私と しては コネテ ィカッ トま
で探 しに行 く気は しなかった。
こうして私は 日本 を出るとき利用す ることなどまった く考 えていなかっ
た ワイ ドナー図書館へ出向 くこととなった。だめでもともとなので、ひ
とまず イ ンターネ ッ トで情報 を確かめてか ら(情 報はほとん どなか った
が)、 八一 ヴァー ドヤー ドへ と歩 いて行った。私のホテルか らは20分 ほど
の距離だった。 こち らへ きて1ヶ 月ほどはホテル暮 らしだったのを、いまと
なってはなつか しく思い出すが、それ はともか く、実はワイ ドナーが八一
ヴァー ドヤー ドのどこにあるのか知 らなか った。そ こで、インターネ ッ ト
のホームページに出ていた写真の記憶を便 りに、それ らしい建物へ近づい
ていった。
八一ヴァー ド大学 ワイ ドナー図書館
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何段 もの石の階段の上に太い石の円柱が威圧す るよ うに立ち並んでい る。
大学のすべての建物の中で最 も大きい と言われ るだけあって、300周 年記
念中庭(タ ーセンテナ リー ・カ ドラングル)へ 入 っていけばす ぐに目につ
く。1636年 にで きた この大学の300周 年は1936年 のはずだか ら、観光客
にあまりにもよく知 られ てい る中庭はまだ60年 の歴史 しかない ことにな
る。 この中庭 を見下ろす図書館はホ レス ・トランバ ウアのマスタープラン
で1913年 に建設 された。 い くつかジ ョージ王朝様式の ものがある建物群
の中で、威風堂々の図書館はインペ リアル様式 とも、また古典様式 とも言
われてい る。 これ と対照的なのは、中庭 を挟んで反対側に立つ優雅 なメモ
リアル ・チャーチだ。 図書館 と教会に囲まれた中庭は時に特別な空間に変
身することは後か ら知った。ネル ソン ・マンデ ラへ名誉博士の称号を贈 る
よ うな特別集会の舞台にな るのだ。
確かに ワイ ドナー図書館は このあた りの大学図書館のよ うにすべての市
民に無条件で開放 されているわけではなかった。ただ幸いな ことに、この
図書館は外国のすべての学者 に1年 につき6日 間だけ利用を許可 してい る
ことがわかった。 なにか身分 の証 明になる、例えば大学か らの手紙のよ う
な ものを持っていけばいいのだ。私は明治大学国際交流センター に大いに
感 謝 しなければな らない。 とい うのも、アパー トを借 りる必要か ら、大学
の資金援助 を受けてこち らへ研究にきていることを証明する学長名義の手
紙 をファックスで送って もらったばか りだったか らだ、私はそれを見せ て
首尾 よく図書館の中へ入 ることがで きた。
忘れ られ ないのは受付にいた小太 りの中年男の顔芯 ここに しかない本
を見たい とい う趣 旨の挨拶 をす ると、いかにも誇 らしげな笑みを浮かべ
た。八一 ヴァー ドの誇 りを私が初 めて感 じ取った瞬間だった。 この街のひ
とはだれ もが この大学を誇 りに してい るのではないかと薄々感 じてはいた
が、その直観が中年男の顔 によって証明された とい うわけだ。彼 は私が探
している本を コンピュータで調べて くれ 、チェックアウ トされていないこ
とを確認 して くれ た。だれかに借 り出 されていないで、アヴェイラブルの
状態 にあるとい う意味拙 ついでに言えば、英語の教員 を していて情けな
い と思 うのは、チェックア ウ トな どとい うホテルでよく使 うフレーズが図
書館 でも使われているのを初 めて知 って感心 して しま う時だ。
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図書館は11階 建て といえばいいのだ ろうか。地下2階 と地上9階 か ら
成 り立っているのだが、しか し通常のフロアと違っている。書架の並ぶフ
ロアがそれ だけあるとい うことで、その書架フロアはPlか らP6ま での
地上部分 と、Aか らDま での主に地下部分 とに分かれてい るほか、グラ
ウン ドフロア、 ファース トフロア、セカ ン ドフロア、サー ドフロア と呼ば
れ るフロアもある。かな り複雑な仕組み になってい る上に、イース ト、サ
ウス、ウェス トと呼ばれる区域がそれぞれのフロアにあ り、例えば私が探
してい る本はPS3、 つま りP3の サウスにあるとい う具合だ。 この仕組み
が分かれば、 コールナンバー と呼ばれる整理番号を見るだけでどのあた り
に本があるか見当がっ く。
しか し、最初はなにがなんだか分か らない。恐る恐る進んでい く。 どの
階段を上ればサ ウスなのか、どこまで上ればP3な のか。そんな こともわ
か らない しまつだ。 しか しなん とか本があると思われ る書架へ と辿 り着
く。そ こでまた しても驚いたのは、低い天井 とぎっ しり並ぶ書架、そ して
全体の薄暗さだ、書架 と書架の間はひ とが前を向いてや っと歩ける程度 に
しか空いていない。 しか もそ こはほとん ど真っ暗で、裸電球がぶ ら下がっ
てい る。通路へ踏み込む前に電気 のスイ ッチを入れ なければな らない。裸
電球 といい、スイ ッチといい、いかにも旧式なの渇 この古臭 さはボス ト
ンの野球場フェンウェイパークに通 じるところがあると思った。 レフ トス
タン ドの代わ りにばかでかい塀がふ さいでいる、あの不格好 な野球場 に、
ボス トニアンは不思議 な愛着を示す。 この書架で も、い ちいち電気をつけ
た り消 した りして本 を探す不便 さが保存 されているの拙 最初は節電のた
めかと思 った。 しか し、そ うではない。 このあた りの、つま りニューイン
グラン ドのアメ リカ人が、特に電気や ものを大切に してい るとは考えにく
い経験を何度か してい る。図書館に しても、ノースイースタンや タフツ大
学の図書館な どは、新 しいこともあって、書庫は常 に明るく照 らされてい
る し、コピールー ムな どは、ひとが入ってい くと、ひとりでに明か りがっ
く。いちいちスイ ッチを切った り入れた りす る手間が省 けるしかけ芯 こ
の便利 さ、このモダニティ、そ して使 い捨ての消費文化 こそ、アメ リカが
世界に、と りわけアジアに売 り込んできた価値観 のはず拙 そのアメ リカ
を主導す る頭脳 を育ててい る大学が不便 さと古臭 さを保存 している。
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本が見つかる と、今度は読む場所が問題だ。場合によってはコピー もし
なければな らない。読む場所は窓際にある作 り付けの机 とベ ンチ接 これ
も古めか しく、昔 ヨー ロッパで乗 った寝台車の コンパー トメン トを思い出
す』少 しだけ隔離 された感 じの リーディングデ スクで探 し求めた本を読み
出 したのだが、ふ と窓の外を見るとそこはマサチューセ ッツ ・アヴェニュー
で、よくその前 を通る酒場 「グラフ トン ・ス トリー ト」が眼下に見えた。
なん の因果か、50の 坂を転げ落 ちなが ら、単身ニ ューイ ングラン ドくん
だ りへやってきて、佗び しくも薄暗い書庫の片隅で、だれ も読みそ うにな
い本を読んでいる。 ピュー リタニズムの精神 をバ ックボー ンとす るこの大
学の地霊が乗 り移ったかのよ うな錯覚を覚 えた。私が本来いるべき場所は
ここではな く、あの酒場ではないだろ うか とい う思いに悩ま されなが ら、
コピーを取るのが面倒 とい うより、正直な話、どうや ってコピーを取るの
か分か らず、ひ とに聞 く気にもなれ ないまま、若い学生のよ うにノー トを
取 りなが ら本を読んだのだった。
図書館は平 日朝の9時 か ら夜の9時 まで、土曜は9時 か ら5時 、 日曜 も
正午か ら5時 まで開いてい る。私は8時 ごろまで粘って、まだ明 るい初夏
の街へ出ていった。帰 り際にコピー機についてひ とに尋ねると、地下に置
かれている との こと。 トイ レもそっちのほ うなので、ついでに覗いて見る
と、どこの大学図書館でも使 っているよ うなコピー機だった。 コピーカー
ドを買 うか小銭 を使 うか して、1枚10セ ン トで コピーできる機械だ。
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ワイ ドナー図書館の名前の由来は建設資金提供者 にある。 この建物は名
前を残す代 わ りに資金を出す とい う、アメ リカ式寄付方式の産物なの規
資金提供者の名はジョージ ・D・ワイ ドナー夫人。これは文字 どお りジョー
ジ ・D・ワイ ドナーの奥さんとい うことで、彼女 自身の名前はものの本に出
ていない し、図書館のだれに聞いてもわか りそ うにない。 だんなでなく、
奥 さんが寄付 したとい うことは、彼女が未亡人だった とい うことだろ う。




付者で大学名 のもとになったジョン ・八一 ヴァー ドも同 じだ。ロン ドンの
肉屋 の息子 として生まれ育ち、ケンブ リッジ大学エマニュエル ・コレッジ
で神学 を学び、家業を継いでいた彼が、なぜ資産を売 り捌いて1937年 に
ニューイングラン ドへやってきたのかは よくわかっていない。一説には巨
額の借金を逃れ るた めだったのではないか とも言われている。 ともあれ、
ニューイングラン ドのケンブリッジ村で牧畜業を営みは じめつつ、すでに
1636年 にそ こにできていた コレッジに800ポ ン ドの寄付を した。 その結
果、大学名が1638年 にハー ヴァー ド・コレッジ となった とい うことらし
いが、彼が書 き残 したものは手紙 一通 ない とい う。それほどによくわか ら
ないこのひ との銅像がハー ヴァー ドヤー ドの中庭に立っているが、世間に
よくある リアルな銅像 と違 い、 これはほとん ど想像 の産物 に違いない。
ワイ ドナー夫人の寄付の動機は1907年 にハー ヴァー ドを卒業 した息子
ハ リーを記念す るた めだった。実際、建物 の正面上部 とマサチューセ ッ
ツ ・ア ヴェニュー側の両方にHARRYELKINSWIDENERMEMORIAL
HBRARYと い う文字が刻 まれている。事情を知 らないひ とはハー ヴァー
ドの偉 大な学者の名前かなにかだろ うと思 うことだろ う。建物の表 と裏 に
同 じ文字が大き く刻 まれ ているところに、アメ リカ ら しい現金 さとい う
か、世俗性 とい うか、寄付 の真意が窺がわれ る。名前が残ればそれでいい
のだ。
ワイ ドナー夫人は金 を出 しただけでなく、口も出 した ようだ。そもそも
八一 ヴァー ドではゴア ・ホール と呼ばれた 旧図書館が手狭にな り、建て替
えが19世 紀末か ら問題 になっていて、そ のための委員会がすでに青写真
を描いていたのだった。それによると、膨大に膨れ上がった蔵書収容に備
え、かつまた大学のシンボル としての役割 を果たすためにも、巨大な構築
物が必要だと していたほか、旧図書館同様 、新図書館 も正面はマサチュー
セ ッツ ・アヴェニューに面する ことになっていた。
これに対 してワイ ドナー夫人は、まず建築設計責任者 と して 自分 と同
じフィラデル フィアに住む建築家 ホレス ・トランバ ウアを指名 し、建物 の
正面をマサチューセ ッツ ・ア ヴェニュー側か ら中庭のほ うへ向けさせたの
だった。 さらに、息子が集 めた初版本を陳列す る一室を要求 した。 その外
一216一
の点、建物 の規模や内部の設計は、委員会提案を受け入れた とされ る。 ワ
イ ドナー夫人の 口出 しは結果的に今 日の八一 ヴァー ドヤー ドを生み出 した
と評価 されてい る。 この巨大な図書館には今 日320万 冊の本が所蔵 されて
いる。
言 うまで もなくハー ヴァー ドの図書館 はワイ ドナーだけでな く、ほかに
100以 上もある。全体の巨大な蔵 書数を示す資料はない。 ほかの図書館 と
して、例えば、学部学生が最 もよく利用す るラモ ン ト図書館が ある。 この
図書館は戦後初めて建て られた建物 として も知 られている。東洋の書物を
集 めて世界に名高いイェンチェン図書館はハー ヴァー ドでただひ とつ、だ
れ にで も利用できる図書館だ。
そもそ もが寄付で始 まった大学だか ら、建物群の大部分が寄付でできて
いて も不思議 はない。税金で建て られた ものもあるよ うだが、それはむ し
ろ数少ない。寄付はい くらでも集 まるため、八一 ヴァー ドはアメ リカで最
も金持 ちの大学 とされている。最近(1998年9月)、 豊かな資金を学生に
も配分す るため、奨学金 の拡充が発表 された。
ワイ ドナー 図書館の ような寄付方式 はハー ヴァー ドに限った話ではな
く、アメ リカの私立大学全体 に共通 している。
例えばノー スイー スタン大学スネル図書館だが、 これはジ ョージ ・A・
スネルが寄付 した もの芯 このひとはノースイースタンの卒業生で、工学
を学び、E・1・デュポン社 に就職す るが、1943年10月 に会社の命令で 「マ
ンハ ッタン計画」に技術者 として参加す るとい う経歴を持っている。言 う
までもな く原爆製造計画鳥 そこで働いている うちに海軍少尉の肩書きを
もらい、1946年 に除隊にな ると、建築設計会社 を興 して成功 し、母校へ
図書館を寄付す ることとなる。私はスネル図書館 に入 るたびに 「マ ンハ ッ
タン計画」を連想す る。
私が こち らにきて世話になってい るも うひ とつの図書館、タフツ大学
テ ィッシュ図書館もまた寄付でできている。'ここに2千 万 ドルの寄付を し
たジ ョナサン ・テ ィッシュはテ レビ会社CBSの 会長で、また ローズ ・ホテ
ル の所有者で もあ り、 タフツ大学ばか りでなく、ニュー ヨー ク大学テ ィッ









図書館が コン ピュー タを使 って どんなサー ビスを してい るかは、時勢
柄興味深いテーマだ。ハー ヴァー ド大学図書館情報システ ムはHO肌IS
(HarvardOnlineLibraryInformationSystem)と呼ばれてい る。 ここに
は さまざまなデータベースが入 っていて、OlderWidenerDatabaseも そ
のひとつだった。だったと、過去形で語るのは、1998年9月2日 か らこの
データベースはHOLHSで は使 えな くなったか らだ。 その理由は、八一
ヴァー ド大学が1999年 夏にHOnISを リプ レイスす る計画 を立ててい
て、その移行措置 としてい くつかのデー タベー スをHOH、ISか ら取 り除
いているた めだ とい う。OlderWidenerDatabaseを 使 うには、 目下HU
INDEXと い うデー タベース を経由 しなければな らない。 リプ レイスに関
す る情報 はウェッブサイ トで開示 されているので、念 のため ここにURL
を記 してお く(http://hplus.harvard.edu/dbstrans.htmL)。 ここには大学
のホームペー ジか らも入れる。
従来のイ ン トラネ ット的システムか らインターネ ッ トへ と図書館情報シ
ステ ムが移行 していくのは時代の趨勢だろ う。世界のインターネ ット利用
者へ情報 を公 開 してい こうとい う方向性が窺がわれ る6タ フツ大学はすで
にインターネ ッ トへ情報を公開 している。図書館の中の検索用 コンピュー
タもインターネ ッ トに対応 していて、 この点がほかの大学 と異なる点だ。
さて、ハー ヴァー ド、タフツ、ノースイースタン と3つ の大学図書館の
検索用 コンピュータを利用 してみて、もっともユーザー フレン ドリーだ と
思えるのは、皮肉な ことに、古い システ ムのままの ノースイース タンの
コンピュータだ。 キーボー ドは用意された メニューのために しか使 えず、
大学外のデータベースへはテルネ ッ トでアクセスする。 しか し、テ レビの
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チャンネルを変えるような感覚でデータ検索ができるのは、学習に手間取
らないぶんだけ助かるの娼 インターネットはまだこれほど簡単な操作に
なっていない。複雑で便利なものより、簡単で不便なもののほうが使いや
すいというわけ属 簡単で便利なものが望まれるのは言うまでもないけれ
ども。
(September,1998.AtCambridge.Massachusetts,USA)
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